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乳房増大術後遺症
シリコンと炭化水素系物質の重複注入例の画像診断
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異物の埋入あるいは注入による乳房増大術（豊胸術）は
本邦では 1950 年頃より一部のいわゆる美容整形施設（現
在は美容整形という文言は使わない．美容外科が正しい）
で行われ，爾来様々な物質が登場し方法も注入からバッグ
の埋入，そして近年またハイドロジェル系物質の注入の復
活，と変遷してきた．しかしそれらの結果には問題があり，
多くの患者はしこりの発生，それによる乳癌発見の阻害，
ヒト・アジュバント病罹患の不安などに悩まされている．
本グラビアでは古い注入法において 1回目で炭化水素系異
物を，2回目でシリコン系異物を注入されたと見られる極
めて珍しい症例の画像を提示する．

症 例

74 歳女性
主訴：両側乳房の硬結
現病歴：22 歳時（1960 年頃）に豊胸目的で注入物によ
る両側乳房増大術施行．その後 35 歳時（1970 年代）に再
度豊胸目的で注入物による乳房増大術を受ける．45 歳頃
より，両側乳房の搔痒感，硬結出現し，近年では表層皮膚

の色調の変化も出現し，受診．

考 察

1950 年代から 1970 年代中心に施行されたと思われる注
入法による乳房増大術では，注入剤として前期にはパラ
フィンやワセリンなどの炭化水素系物質が使用され，後期
にはシリコン系の液やジェルの使用が報告されている 1．
しかし，これらが使用された期間には重複する部分がある
ので，画像による診断が必要である．その骨子は，X線画
像で炭化水素系物質自体は透亮像を呈し，シリコン系物質
は陰影を呈するということである 2．ただし，異物を取り
込んだ異物肉芽腫は炭化水素系物質でも陰影を呈するので
その中に存在する異物自体の画像で診断する．また，われ
われは摘出した異物をNMR（核磁気共鳴）解析によって
同定し画像と照合して診断表を作成し初めて世界に発表し
た．それによると，MRI 画像では炭化水素系物質はT1強
調像で周囲組織とほぼ等信号，T2強調像で低信号，シリ
コン系物質ではそれぞれ低～等信号，高信号になることが
わかっている 3.
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Fig. 1A 初診時の臨床像．両側乳房の皮膚と癒着した硬
結を有した．
Fig. 1B マンモグラフィ像．シリコンによる辺縁平滑な
腫瘤影を形成している．周囲の雲状陰影は異物肉芽腫であ
り，その中に炭化水素系異物による粒子状の透亮像が見ら
れる．
Fig. 1C X線軟部撮影像．異物の位置がよくわかる．異
物は肋骨に接するほど深く注入されている．

Fig. 1D CT像．シリコン系異物による高吸収域を示す
腫瘤像と炭化水素系異物による透亮像がより明僚に描出され
ている．
Fig. 1E MRI によるT1強調像．シリコン系異物，炭化
水素系異物ともに低信号域を呈している．
Fig. 1F MRI によるT2強調像．シリコン系異物は高信
号，炭化水素系異物は低信号を呈している．
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